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平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
３
月
７
日

の
第
15
回
定
時
理
事
会
に
て
、
平
成
30

年
度
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、「
調
査
・
研
究
」、「
標

準
化
」、「
普
及
・
啓
発
」
の
三
つ
の
柱

で
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

調
査
・
研
究

（
１
）
障
害
児
・
者
／
高
齢
者
等
の
ニ
ー

ズ
把
握
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
検
証

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
対

し
て
、
障
害
児
・
者
、
高
齢
者
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
、
確
認
す
る
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
を
シ
ス
テ
ム
化
し
、製
品
・

サ
ー
ビ
ス
・
シ
ス
テ
ム
供
給
者
と
需
要

者
が
連
携
で
き
る
仕
組
み
案
を
構
築
し

検
証
す
る
。

①
障
害
児
・
者
／
高
齢
者
等
の
日
常
生

活
環
境
に
お
け
る
不
便
さ
等
の
実
態
把

握(

調
査
方
法)

の
構
築
検
証
・
実
施

「
良
か
っ
た
こ
と
調
査
」
と
し
て
、「
地

域
に
お
け
る
良
か
っ
た
こ
と
」
を
実
施

す
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き

た
障
害
の
あ
る
人
・
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ

等
を
把
握
す
る
た
め
に
不
便
さ
調
査
及

び
良
か
っ
た
こ
と
調
査
等
の
ア
ン
ケ
ー

ト
項
目
を
分
析
す
る
。
ま
た
抽
出
し
た

共
通
の
質
問
項
目
及
び
質
問
事
項
の
有

効
性
を
、
実
施
方
法
、
対
象
者
等
の
違

い
等
を
加
味
し
、
実
践
を
通
じ
て
検
証

す
る
。

②
共
創
シ
ス
テ
ム
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
検
証

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
共
用
品
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
を
基
に
、
障
害
当
事
者

団
体
・
高
齢
者
団
体
等
と
連
携
し
、
関

係
業
界
、
関
係
機
関
（
業
界
団
体
、
企

業
、
公
的
機
関
等
）
が
共
用
品
・
共
用

サ
ー
ビ
ス
・
共
用
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
簡
易
に
実
施
す

る
た
め
の
支
援
シ
ス
テ
ム
を
試
行
し
、

さ
ら
に
こ
の
支
援
シ
ス
テ
ム
を
恒
常
化

す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
の
分
析
を
行

い
、
合
理
的
且
つ
有
効
な
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
実
施
方
法
を
検
証
す
る
。

（
２
）
共
用
品
市
場
調
査
の
実
施

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
共
用
品
市

場
規
模
調
査
及
び
手
法
に
関
し
て
の
分

析
を
引
き
続
き
行
い
、
調
査
対
象
の
範

囲
並
び
に
、
今
後
共
用
品
を
普
及
す
る

た
め
に
必
要
な
事
項
の
課
題
抽
出
を
行

い
な
が
ら
、
今
年
度
の
共
用
品
市
場
規

模
調
査
を
実
施
す
る
。

標
準
化

（
１
）
規
格
作
成

①
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン（
高
齢
者
・

障
害
者
配
慮
設
計
指
針
）
国
際
規
格
の

作
成
及
び
調
査
・
研
究

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
国
際
標
準
化

機
構（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）内
の
Ｔ
Ｃ
１
７
３
（
障

害
の
あ
る
人
が
使
用
す
る
機
器
）
Ｓ
Ｃ

７
（
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り

扱
う
作
業
部
会
）
に
、
新
規
規
格
作
成

の
提
案
を
行
う
た
め
の
調
整
と
共
に
提

案
を
行
い
、
審
議
を
開
始
す
る
。

ⅰ
．
Ａ
Ｄ
使
用
性
評
価
、
ⅱ
．
視
覚

障
害
者
用
取
説
、
ⅲ
．
不
便
さ
調
査

等
共
通
設
計
指
針
等
に
関
し
て
Ｔ
Ｃ

１
７
３
／
Ｓ
Ｃ
７
の
メ
ン
バ
ー
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
、
提
案

説
明
を
行
う
。

②
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
高
齢

者
・
障
害
者
配
慮
設
計
指
針
）
Ｊ
Ｉ
Ｓ

原
案
作
成
及
び
調
査
・
研
究

ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
共
通
基

盤
規
格
、
デ
ザ
イ
ン
要
素
規
格
の
Ｊ
Ｉ

Ｓ
原
案
作
成
に
お
け
る
全
体
像
の
検
証

及
び
整
理
を
行
う
。
ま
た
、
日
常
生
活

に
お
け
る
不
便
さ
・
便
利
さ
調
査
の
標

準
化
に
向
け
た
作
業
を
行
う
。

（
２
）
関
連
機
関
実
施
の
高
齢
者
・
障

害
者
配
慮
設
計
指
針
規
格
作
成
及
び
調

査
研
究
に
関
す
る
協
力

ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン（
高
齢
者
・

障
害
者
配
慮
設
計
指
針
）
に
関
係
す
る

調
査
・
研
究
並
び
に
規
格
作
成
を
行
っ

て
い
る
機
関
と
連
携
し
、
ア
ク
セ
シ
ブ

ル
デ
ザ
イ
ン
標
準
化
へ
協
力
す
る
。

平
成
30
年
度
共
用
品
推
進
機
構
事
業
計
画
～
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
～
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普
及
・
啓
発

（
１
）
共
用
品
普
及
の
た
め
の
共
用
品

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
・
維
持
・
発
展

平
成
29
年
度
ま
で
に
行
っ
て
き
た
共

用
品
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
試
行
を
基

に
、
障
害
の
あ
る
人
を
含
む
多
く
の
消

費
者
が
、
的
確
な
共
用
品
を
選
択
で
き

る
仕
組
み
を
構
築
す
る
た
め
、
使
い
や

す
さ
や
検
索
の
し
や
す
さ
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
再
構
築

し
試
行
を
開
始
す
る
。

試
行
の
際
、
こ
れ
ま
で
に
作
成
し
て

き
た
高
齢
者
・
障
害
者
配
慮
設
計
指
針

の
日
本
工
業
規
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
／
Ｉ
Ｅ
Ｃ
ガ
イ
ド
71
、
関
係
業
界
の

高
齢
者
・
障
害
者
配
慮
基
準
等
、
関
係

機
関
と
協
議
し
作
成
し
た
共
用
品
（
＝

ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
）
共
通
基
準

（
素
案
）
を
基
に
作
成
し
た
共
用
品
の

使
用
性
評
価
制
度
を
基
に
検
証
す
る
。

（
２
）
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
展
示

会
の
実
施

平
成
22
年
度
に
作
成
し
た「
高
齢
者
・

障
害
者
配
慮
の
展
示
会
ガ
イ
ド
」
を
活

用
す
る
展
示
会
主
催
者
に
協
力
し
、
展

示
会
に
お
け
る
高
齢
者
・
障
害
者
配
慮

の
実
践
を
継
続
す
る
。
ま
た
、
共
用
品

の
展
示
に
関
し
て
は
、
展
示
会
を
実
施

し
よ
り
多
く
の
人
た
ち
に
共
用
品
及
び

共
用
品
の
考
え
方
の
普
及
を
継
続
し
て

行
う
。

（
３
）
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
講
座
等
の
実
施
・
検
証

こ
れ
ま
で
に
実
施
し
て
き
た
共
用

品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
講
座
に

関
し
て
①
対
象
（
企
業
、
業
界
団
体
、

ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
協
議
会

＝
Ａ
Ｄ
Ｃ
）、
一
般
市
民
、
就
学
前
の

子
供
～
大
学
院
生
等
ご
と
に
、
②
伝
え

る
事
項
（
コ
ン
テ
ン
ツ
）、視
覚
的
ツ
ー

ル
（
共
用
品
の
サ
ン
プ
ル
、
Ｐ
Ｐ
Ｔ
、

ビ
デ
オ
等
）、
配
布
資
料
等
を
用
意
し
、

講
座
を
実
施
す
る
。
さ
ら
に
は
、
よ
り

多
く
の
機
関
で
、
共
用
品
講
座
を
行
え 

        

る
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
し
検
証
す

る
。
ま
た
、
平
成
29
年
１
月
１
日
に
発

足
し
た
共
用
品
研
究
所
と
、
共
用
品
に

関
す
る
研
究
の
情
報
共
有
を
図
る
。

（
４
）
施
設
に
お
け
る
共
用
サ
ー
ビ
ス
・

共
用
品
の
普
及
・
啓
発

こ
れ
ま
で
に
実
施
し
て
き
た
施
設
に

お
け
る
共
用
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
事
業

を
、
各
種
施
設
で
実
施
す
る
。

（
５
）
国
内
外
の
高
齢
者
・
障
害
者
、

難
病
等
関
連
機
関
と
の
連
携

国
内
外
の
関
連
機
関
と
連
携
を
し
、

各
種
情
報
を
共
有
し
、
共
用
品
・
共
用

サ
ー
ビ
ス
の
普
及
を
図
る
。

（
６
）
ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
の
実

施
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
て
き
た
障
害
の

あ
る
人
達
を
対
象
と
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア 

      

コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
ア
イ
デ
ィ
ア

を
通
し
て
共
用
品
の
重
要
性
を
高
め
、

普
及
を
促
進
す
る
。

（
７
）
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
情
報
の
収
集
及
び
提
供

本
財
団
の
活
動
や
収
集
し
た
関
係
情

報
を
掲
載
し
た
機
関
誌
、電
子
メ
ー
ル
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
情
報
を
継
続
的

に
提
供
す
る
。

不
便
さ
調
査
報
告
書
の
冊
子
を
希
望

者
に
実
費
配
布
し
、
個
人
・
法
人
へ
の

啓
発
を
行
う
。

こ
れ
ま
で
に
収
集
し
た
資
料
、
情
報

を
整
理
し
て
よ
り
多
く
の
人
達
に
情
報

提
供
す
る
と
共
に
、
新
た
に
入
手
す
る

情
報
に
関
し
て
は
、
内
容
、
体
裁
、
発

行
頻
度
を
再
検
討
し
、
よ
り
効
果
的
な

形
で
配
信
す
る
。

配
信
し
た
情
報
は
、
項
目
ご
と
に
整

理
し
今
後
の
共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
あ
る
べ
き
姿
を
検
討
す
る
た

め
に
分
析
を
行
い
、
各
委
員
会
等
の
資

料
と
し
て
提
供
し
、
さ
ら
に
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
共
用
品
推
進
機
構
の
活
動
や
共

用
品
情
報
を
掲
載
し
広
く
活
動
を
知
ら

せ
る
。

サイエンススクエア（国立科学博物
館）での共用品の学習講座

アイディアコンテストの
チラシ
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特集：共用品とマーク
は
じ
め
に

今
回
の
特
集
を
「
共
用
品
と
マ
ー

ク
」
に
し
た
き
っ
か
け
は
、
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
む
け
て
、
日
本
工
業
規
格

（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）で
定
め
ら
れ
て
い
る
マ
ー

ク
（
図
記
号
）
を
、
国
際
標
準
化
機

構
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
で
定
め
ら
れ
て
い
る

マ
ー
ク
に
合
わ
せ
る
検
討
が
行
わ
れ

た
こ
と
で
あ
っ
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｓ
を
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
合
わ
せ
る
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
日
本
が
昔
か

ら
使
っ
て
い
る
湯
気
が
３
本
出
て
い

る
温
泉
マ
ー
ク
が
、
人
が
３
人
入
っ

て
い
る
国
際
マ
ー
ク
に
変
わ
る
の
か

と
報
道
さ
れ
た
が
、
共
用
品
関
連
の

マ
ー
ク
も
議
論
さ
れ
て
い
た
。

車
椅
子
の
図
記
号
で
示
さ
れ
て
い

る
国
際
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
も
そ
の
一

つ
で
あ
り
、今
回
の
特
集
で
は
同
マ
ー

ク
を
作
成
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
も
繋
が

り
が
あ
り
、
共
用
品
関
係
の
国
際
規

格
を
作
成
す
る
委
員
会
の
議
長
で
も

あ
る
山や
ま
う
ち内
繁し
げ
るさ
ん
に
、
同
マ
ー
ク
に

つ
い
て
紹
介
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

さ
ら
に
、
国
内
外
の
公
共
の
マ
ー

ク
（
図
記
号
）
を
数
多
く
作
成
し
、

さ
ら
に
は
国
内
外
の
マ
ー
ク
の
委
員

会
で
も
活
動
さ
れ
て
い
る
児こ
や
ま山
啓け
い
い
ち一

さ
ん
に
、
２
０
２
０
年
に
向
け
て
の

国
内
外
の
動
き
に
関
し
て
ご
紹
介
い

た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
、
具
体
的
な
例
と
し
て
手
話

と
筆
談
に
関
し
て
の
マ
ー
ク
を
全
日

本
ろ
う
あ
連
盟
の
小お
ぐ
ら椋
武た
け
お夫
さ
ん

に
、
耳
マ
ー
ク
に
関
し
て
全
国
難
聴

者
・
中
途
失
聴
者
団
体
連
合
会
の

小お
が
わ川
光み
つ
ひ
こ彦
さ
ん
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ

い
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
日
本
介
護
食
品
協
議

会
の
藤ふ
じ
さ
き崎

享と
お
る

さ
ん
に
は
、
食
に
関

す
る
マ
ー
ク
、伊い

が賀
公こ
う
い
ち一
さ
ん
に
は
、

色
弱
に
関
す
る
マ
ー
ク
に
関
し
て
ご

紹
介
い
た
だ
い
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯

で
作
ら
れ
、
ど
う
使
わ
れ
て
い
る

か
、
共
通
す
る
部
分
と
異
な
る
部
分

も
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。

共
用
品
推
進
機
構
の
マ
ー
ク

共
用
品
推
進
機
構
の
団
体
と
し
て

の
マ
ー
ク
は
２
０
１
２
年
に
、
同
機

構
の
理
事
で
あ
り
Ｇ
Ｋ
デ
ザ
イ
ン
の

創
始
者
で
あ
っ
た
栄え
く
あ
ん

久
庵
憲け

ん
じ司

さ
ん

が
筆
で
共
用
品
の
共
の
字
を
書
い
て

下
さ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
当
初
は
、

「
共
用
品
」
そ
の
も
の
を
表
す
マ
ー

ク
を
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
目

の
不
自
由
な
人
、
耳
の
不
自
由
な

人
、
車
椅
子
使
用
者
、
高
齢
者
で
は
、

ニ
ー
ズ
が
異
な
り
、
一
つ
の
マ
ー
ク

で
表
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
当
時

は
考
え
、
共
用
品
の
マ
ー
ク
で
は
な

く
、
団
体
の
マ
ー
ク
に
し
た
経
緯
が

あ
る
。

名
刺
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
「
共
」

の
マ
ー
ク
を
掲
載
し
た
こ
と
で
、
初

対
面
の
人
と
も
こ
の
マ
ー
ク
で
話
が

弾
む
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。

図
１　
　

共
用
品
の
マ
ー
ク

数
年
前
か
ら
、
障
害
当
事
者
団
体

及
び
個
人
の
方
か
ら
、「
共
用
品
や

共
用
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
て
き
た
こ
と

は
大
変
、喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、

自
分
が
使
え
る
モ
ノ
が
ど
れ
か
、
ま

た
、
ど
ん
な
工
夫
が
し
て
あ
る
の
か

が
分
か
ら
な
い
」
と
の
声
を
い
た
だ

く
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
複
数
の

業
界
団
体
の
人
た
ち
か
ら
、「
せ
っ

か
く
共
用
品
の
配
慮
を
し
た
の
に
、

当
事
者
に
共
用
品
や
共
用
サ
ー
ビ
ス

の
情
報
が
届
い
て
い
な
い
」
と
い
う

声
も
届
い
て
い
る
。

共
用
品
推
進
機
構
で
は
、
今
ま
で

に
発
行
さ
れ
て
い
る
40
種
類
の
共
用

品
関
連
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
を
使
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
企
業
が
販
売
す
る
共
用
品
が
、

誰
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
が

あ
る
か
が
分
か
る
よ
う
に
チ
ェ
ッ
ク

で
き
る
リ
ス
ト
作
り
を
行
っ
て
い

る
。
多
く
の
関
係
者
と
意
見
交
換
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
人

の
利
便
性
に
繋
が
る
も
の
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
本
格
的

に
で
き
上
が
る
時
に
は
、「
共
用
品

マ
ー
ク
」
を
作
成
し
、
さ
ら
に
目
的

の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
探
し
や
す
く

で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。星ほ

し
か
わ川
安や
す
ゆ
き之

「共」のマーク
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国際シンボルマークとその課題
ＮＰＯ支援技術開発機構　山

やまうち

内 繁
しげる

国
際
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

「
国
際
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
と
い
う

言
葉
は
聞
か
れ
た
こ
と
の
な
い
方
が

多
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

図
の
車
椅
子
マ
ー
ク
は
駅
の
ト
イ
レ

な
ど
で
見
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
マ
ー
ク
は
国
際
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
（
Ｒ
Ｉ
）
の
福
祉

機
器
委
員
会
が
学
生
の
公
募
作
品
に

基
づ
い
て
選
定
し
、
同
協
会
総
会
で

１
９
６
９
年
に
採
択
し
ま
し
た
。

障
害
者
が
利
用
可
能
で
あ
る
こ
と

を
示
す
方
法
が
各
国
で
模
索
さ
れ
、

様
々
な
マ
ー
ク
が
使
わ
れ
混
乱
が
始

ま
っ
て
い
た
の
で
す
。
こ
れ
を
避
け

る
た
め
に
、
障
害
者
が
利
用
可
能
で

あ
る
こ
と
を
示
す
マ
ー
ク
と
し
て
Ｒ

Ｉ
が
制
定
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
マ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
濃 

い
青
の
地
に
白
を
使
用
す
る
こ
と
、

「（
視
覚
障
害
な
ど
を
含
め
）
移
動
に

制
限
の
あ
る
す
べ
て
の
障
害
者
」
に

と
っ
て
利
用
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど

の
指
針
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
マ
ー
ク
は
日
本
障
害
者
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
に
日
本
で
の

著
作
権
が
あ
り
、
指
針
は
障
害
保
健

福
祉
研
究
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
Ｉ
Ｎ

Ｆ
）の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
ら
れ
ま
す
。

障
害
者
専
用
？

国
際
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
意
味
は

障
害
者
も
利
用
可
能
で
あ
る
こ
と
で

し
た
が
、
制
定
当
初
か
ら
、
乗
用
車

や
看
板
に
貼
り
付
け
ら
れ
る
な
ど
指

針
が
守
ら
れ
ず
、
Ｒ
Ｉ
で
は
指
針
の

普
及
の
た
め
の
努
力
を
重
ね
ま
し
た
。

最
近
で
は
混
乱
が
ま
す
ま
す
拡
大

し
て
い
ま
す
。
一
番
大
き
い
の
が
障

害
者
以
外
は
利
用
禁
止
か
ど
う
か
と

い
う
問
題
で
す
。
欧
米
で
は
、
駐
車

場
で
は
登
録
さ
れ
た
障
害
者
以
外
は

利
用
禁
止
の
場
合
が
多
い
よ
う
で

が
、
我
が
国
で
は
自
治
体
に
よ
っ
て

解
釈
が
違
う
よ
う
で
す
。

ト
イ
レ
に
つ
い
て
も
、「
だ
れ
で

も
ト
イ
レ
」
に
し
た
こ
と
で
何
ら
か

の
不
自
由
が
あ
る
だ
け
で
利
用
す
る

人
が
増
え
て
き
た
た
め
、
車
椅
子

ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
は
却
っ
て
不
便

に
な
っ
た
と
の
話
も
聞
き
ま
す
。
一

方
で
は
、
新
幹
線
で
は
男
子
用
の
小

便
器
を
無
く
し
て
、
残
り
半
分
を
障

害
車
専
用
の
ト
イ
レ
と
し
た
た
め
、

一
般
用
の
ト
イ
レ
に
行
列
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

国
際
標
準
の
デ
ザ
イ
ン

国
際
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
はISO

 

7000

の
中
に
国
際
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
の
デ
ザ
イ
ン
が
２
０
０
４
年
に
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
似

た
マ
ー
ク
がISO

 7001

の
中
で
制

定
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。こ
れ
は
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
２
０
０
７
年
に
、

他
の
公
共
空
間
用
マ
ー
ク
と
と
も
に

ト
イ
レ
用
と
し
て
提
案
し
た
も
の
で

す
が
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
委
員
会
で
拡
大
解

釈
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

最
近
で
は
、
国
際
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
が
差
別
的
で
あ
る
と
し
て
、
様
々

な
デ
ザ
イ
ン
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
２
０
１
４
年

に
国
際
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
代
わ
り

に
上
に
示
し
た
「
活
動
的
な
」
マ
ー

ク
に
変
更
し
ま
し
た
。

マ
ー
ク
だ
け
を
変
え
て
み
て
も
障

害
者
を
区
別
す
る
こ
と
は
変
わ
ら
な

い
し
、
活
動
的
で
は
な
い
車
椅
子

ユ
ー
ザ
ー
の
差
別
に
つ
な
が
り
か
ね

ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
筆
者
は
こ
の

マ
ー
ク
に
は
疑
問
が
あ
り
ま
す
。
Ｉ

Ｓ
Ｏ
事
務
局
も
否
定
的
で
す

国
際
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
制
定
以
前

の
混
乱
状
態
に
戻
る
こ
と
は
避
け
る

べ
き
で
あ
り
、
人
類
の
共
有
財
産
と

し
て
の
共
通
の
マ
ー
ク
と
使
用
指
針

と
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

国際シンボルマーク

ISO 7001 のトイレマーク

「活動的な」マーク
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2020 年に向けた共用品関連ピクトグラム
株式会社 アイ・デザイン　児

こ や ま

山啓
けいいち

一

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
や
Ｊ
Ｉ

Ｓ
規
格
で
は
図
記
号
と
呼
ば
れ
、
一

目
で
そ
の
意
味
が
分
か
る
た
め
、
難

し
い
字
や
専
門
的
な
用
語
を
知
ら
な

い
人
や
言
葉
が
違
う
国
の
人
に
も
簡

単
に
理
解
で
き
、
ま
た
高
齢
者
や
障

害
者
配
慮
の
点
で
も
世
界
共
通
の
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
役
立

つ
と
云
わ
れ
て
い
る
。

始
ま
り
は
１
９
６
４
年
？

国
内
で
は
１
９
６
４
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
時
に
、
外
国
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て

競
技
用
・
会
場
用
合
わ
せ
て
約
40
種

類
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
が
開
発
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
が
日
本
の
ピ
ク
ト
グ
ラ

ム
の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
70
年
の
大
阪
万
博
、
72

年
の
札
幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も

同
様
に
多
数
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
が

開
発
さ
れ
た
。
ま
た
国
内
外
で
急

速
に
発
達
す
る
交
通
需
要
に
対
応

す
る
た
め
に
、
国
鉄
（
今
の
Ｊ
Ｒ
）

や
成
田
、
羽
田
を
は
じ
め
と
す
る

全
国
の
空
港
で
も
使
わ
れ
始
め
た
。

そ
し
て
２
０
０
０
年
の
日
韓
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
開
催
を
契
機

に
、
外
国
人
観
光
活
性
化
の
観
点
か

ら
統
一
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
必
要
性
が

論
議
さ
れ
、
02
年
に
１
１
０
種
類
が

Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｚ
８
２
１
０
案
内
用
図
記

号
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｚ
８
２
１
０
案
内
用
図
記
号

案
内
用
図
記
号
は
02
年
の
制
定
後

も
年
々
改
良
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
共
用
品
＝
ア
ク
セ
シ
ブ
ル

デ
ザ
イ
ン
に
関
連
す
る
内
容
で
は
、

細
か
い
こ
と
だ
が
10
年
に
「
身
障
者

用
設
備
」
の
名
称
を
「
障
害
の
あ
る

人
が
使
え
る
設
備
」
に
、「
車
椅
子

ス
ロ
ー
プ
」
の
名
称
を
「
ス
ロ
ー
プ
」

に
変
更
し
て
、
障
害
者
に
限
ら
ず
み

ん
な
が
使
え
る
設
備
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
た
。

ま
た
14
年
に
は
、
全
国
バ
ラ
バ
ラ

の
デ
ザ
イ
ン
で
使
わ
れ
て
い
た
優
先

設
備
、
優
先
席
関
連
の
図
記
号
10
点

を
追
加
し
て
、
誰
で
も
、
よ
り
分
か

り
や
す
く
、
よ
り
気
持
ち
よ
く
使
え

る
環
境
を
整
え
た
。

さ
ら
に
14
年
に
は
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
図
記
号
も
追

加
さ
れ
た
。
こ
の
図
記
号
は
、「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー
ド
」

の
表
紙
の
「
お
た
ず
ね
し
ま
す
」「
ど

う
し
ま
し
た
か
？
」
と
い
う
絵
記
号

を
題
材
に
し
て
い
る
。
当
初
は
案
内

所
な
ど
で
外
国
人
観
光
客
が
会
話
の

際
に
利
用
可
能
な
言
語
を
示
す
目
的

で
制
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
17
年

に
は
「
筆
談
対
応
」
を
示
す
図
記
号

も
検
討
さ
れ
、
交
通
エ
コ
ロ
ジ
ー
・

モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
で
標
準
化
さ
れ

た
。
こ
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
は
今
後
、

困
っ
た
と
き
の
相
談
所
や
日
本
の
お

も
て
な
し
の
気
持
ち
を
示
す
温
か
い

図
記
号
に
発
展
す
る
様
々
な
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
。

20
年
に
向
け
た
Ｊ
Ｉ
Ｓ
改
訂
で
は

主
に
外
国
人
観
光
客
の
利
便
性
向
上

の
た
め
に
、「
充
電
コ
ー
ナ
ー
」「
自

動
販
売
機
」「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
」「
海
外
発
行
カ
ー
ド
対
応
Ａ

Ｔ
Ｍ
」「
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
」
な
ど
11
種

類
の
一
般
案
内
用
図
記
号
と
「
列
車

の
非
常
停
止
ボ
タ
ン
」
や
ホ
ー
ム
ド

ア
の
注
意
に
関
す
る
図
記
号
な
ど
５

種
類
が
追
加
さ
れ
る
と
と
も
に
、
Ｉ

Ｓ
Ｏ
と
Ｊ
Ｉ
Ｓ
と
の
整
合
性
を
図
る

た
め
に
「
駐
車
場
」
な
ど
６
種
類
の

図
柄
が
変
更
さ
れ
た
。

そ
の
他
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

と
こ
ろ
で
、
案
内
用
図
記
号
以
外

に
も
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
、

ま
さ
に
共
用
品
と
し
て
使
用
さ
れ
る

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
が
あ
る
の
で
、
い
く

つ
か
紹
介
し
た
い
。

一
つ
は
レ
ト
ル
ト
食
品
を
開
け
る

際
の
注
意
ピ
ク
ト
。
公
益
社
団
法
人

日
本
缶
詰
び
ん
詰
レ
ト
ル
ト
食
品
協

会
で
は
、
レ
ト
ル
ト
食
品
を
温
め
る

と
き
と
開
け
る
と
き
に
手
指
の
事
故

が
多
い
こ
と
か
ら
、「
け
が
注
意
」「
や

け
ど
注
意
」「
蒸
気
注
意
」
の
ピ
ク

右：コミュニケーション支援ボード表紙
左上：コミュニケーション図記号
左下：コミュニケーション：筆談図記号
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ト
グ
ラ
ム
を
パ
ウ
チ
（
袋
）
や
化
粧

箱
へ
表
示
し
て
い
る
。

次
は
、
石
け
ん
、
洗
剤
な
ど
を
間

違
い
な
く
使
う
た
め
の
注
意
ピ
ク

ト
。日

本
石
鹸
洗
剤
工
業
会
は
、
命
に

関
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
結
び
つ
く
誤
飲

事
故
や
、
皮
膚
や
目
の
ト
ラ
ブ
ル
等

を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、「
子
ど
も
の
手
の
届
く
と
こ

ろ
に
置
か
な
い
」「
使
用
後
は
手
を

洗
う
」
な
ど
、
消
費
者
に
分
か
り
や

す
く
、
よ
り
適
切
な
注
意
喚
起
に
繋

が
る
製
品
安
全
表
示
図
記
号
（
10
種

類
）
を
新
た
に
開
発
し
た
。

こ
の
図
記
号
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
と
Ｊ
Ｉ

Ｓ
の
図
記
号
原
則
に
基
づ
い
て
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
、
同
じ
く
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｓ

０
１
０
２
消
費
者
用
警
告
図
記
号
―

試
験
の
手
順
」
に
準
拠
し
て
理
解
度

と
視
認
性
の
評
価
を
行
い
、高
齢
者
・

障
害
者
を
含
む
様
々
な
消
費
者
に
図

記
号
の
意
味
が
正
し
く
伝
わ
る
こ
と

や
見
や
す
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
表
示
は
18
年
よ
り
順

次
、
洗
剤
や
漂
白
剤
な
ど
の
家
庭
用

製
品
ラ
ベ
ル
に
表
示
さ
れ
て
い
る
。

最
後
は
、
日
本
の
技
術
を
世
界
に

発
信
す
る
温
水
洗
浄
ト
イ
レ
の
図

記
号
。
一
般
社
団
法
人
日
本
レ
ス

ト
ル
ー
ム
工
業
会
で
は
、「
だ
れ
で

も
安
心
し
て
使
え
る
ト
イ
レ
環
境
」

を
目
指
し
、
増
加
す
る
外
国
人
観

光
客
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
、

今
後
、
日
本
の
温
水
洗
浄
便
座
が
国

際
的
に
普
及
す
る
際
の
表
示
を
あ
ら

か
じ
め
統
一
し
て
お
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
、17
年
１
月
に
「
便
器
洗
浄
」

「
お
し
り
洗
浄
」「
便
座
開
閉
」
な
ど

８
種
類
の
ト
イ
レ
操
作
パ
ネ
ル
の
標

準
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
策
定
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
外
国
人
観
光
客
を
含
む

あ
ら
ゆ
る
方
に
、
観
光
・
宿
泊
施
設

や
公
共
の
ト
イ
レ
を
安
心
し
て
分
か

り
や
す
く
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
な
お
、

こ
れ
ら
の
う
ち
６
種
類
は
18
年
１
月

に
国
際
規
格
と
し
て
登
録
さ
れ
、
さ

ら
に
18
年
度
内
に
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
消
費
者

用
図
記
号
と
し
て
も
登
録
さ
れ
る
予

定
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

＝
図
記
号
は
、
日
々
の
暮
ら
し
に
役

立
つ
と
と
も
に
、
こ
と
ば
や
障
害
の

壁
を
越
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
多
少
の
絵
心
が
あ
れ
ば
誰

に
で
も
作
れ
そ
う
で
、
ど
こ
で
も
見

か
け
る
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
。
こ
れ
か
ら

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ま
す
ま

す
電
子
化
や
自
動
化
が
増
え
て
い
く

と
思
わ
れ
る
が
、
単
純
で
分
か
り
や

す
い
図
記
号
を
、
日
本
だ
け
で
は
な

く
海
外
で
の
更
な
る
普
及
と
共
用
化

促
進
を
目
指
す
文
化
発
信
ツ
ー
ル
の

一
つ
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に

し
て
い
き
た
い
。

レトルト食品注意ピクト

石けん洗剤注意喚起ピクト

トイレ操作パネルピクト
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手話マークと筆談マークについて
一般財団法人全日本ろうあ連盟　理事　小

お ぐ ら

椋武
た け お

夫

ろ
う
者
、
難
聴
者
、
中
途
失
聴
者

と
い
っ
た
聞
こ
え
な
い
人
、
聞
こ
え
に

く
い
人
（
以
下
、ろ
う
者
等
）
に
と
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
バ
リ
ア
の
問
題

は
永
遠
の
課
題
で
す
。
生
活
の
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
聞
こ
え
る
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
は
音
声
が
基
本
で

す
。
ろ
う
者
等
は
音
声
に
代
わ
る
、
視

覚
的
な
手
段
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
方
法
、
手
話
や
筆
談
が
必
要
で
す
。

こ
こ
数
年
、
Ｉ
Ｔ
技
術
が
発
展
し
、

音
声
情
報
を
光
や
文
字
に
変
え
る
機

器
等
が
普
及
し
て
お
り
、
聞
こ
え
な
い

人
は
視
覚
か
ら
情
報
を
得
る
機
会
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
、

ろ
う
者
等
へ
の
理
解
は
徐
々
に
広
が

り
、
役
所
や
公
共
施
設
の
窓
口
等
で

筆
談
や
手
話
で
対
応
し
て
も
ら
え
る

例
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ろ
う
者
等
に
と
っ
て
「
手
話
で
対
応

で
き
る
」「
筆
談
で
対
応
で
き
る
」
こ

と
が
一
目
で
わ
か
る
と
、
安
心
し
て
公

共
施
設
等
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
こ
で
、
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟

は
誰
に
で
も
一
目
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
の
わ
か
る
「
手
話
マ
ー
ク
」・

「
筆
談
マ
ー
ク
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

右
図
の
手
話
マ
ー
ク
は
国
外
へ
の

普
及
も
考
え
、
５
本
指
で
「
手
話
」

を
表
す
形
を
採
用
し
、
輪
っ
か
で
手

の
動
き
を
表
現
し
ま
し
た
。
右
下
の

筆
談
マ
ー
ク
は
相
互
に
紙
に
書
く
こ

と
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
表

現
し
ま
し
た
。
手
の
色
は
遠
方
な
ど

か
ら
も
識
別
し
や
す
い
青
色
を
メ
イ

ン
に
採
用
し
、
手
の
動
き
の
色
を
手
の

色
と
は
っ
き
り
区
別
す
る
た
め
に
オ
レ

ン
ジ
に
し
ま
し
た
。
青
に
は
開
放
感
・

気
持
ち
よ
さ
・
公
平
・
信
頼
・
思
い
や

り
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

手
話
マ
ー
ク
の
対
象
は
ろ
う
者

等
、
手
話
を
必
要
と
し
て
い
る
人

で
「
手
話
で
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
」

「
手
話
で
対
応
し
ま
す
」「
手
話
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
人
が
い

ま
す
」
と
い
う
意
味
を
表
し
ま
す
。

筆
談
マ
ー
ク
の
対
象
は
ろ
う
者
、
音

声
言
語
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、
外

国
人
な
ど
筆
談
を
必
要
と
し
て
い
る

人
で
、「
筆
談
で
対
応
を
お
願
い
し
ま

す
」「
筆
談
で
対
応
し
ま
す
」
と
い
っ

た
意
味
を
表
し
ま
す
。
活
用
方
法
は
、

役
所
、
公
共
及
び
民
間
施
設
等
の
窓

口
や
お
店
な
ど
、
手
話
対
応
、
筆
談

対
応
で
き
る
と
こ
ろ
で
の
掲
示
、
イ

ベ
ン
ト
等
の
会
場
で
手
話
が
で
き
る
、

筆
談
対
応
す
る
案
内
係
等
ス
タ
ッ
フ

が
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
で
携
帯
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ろ
う
者
等

自
身
が
マ
ー
ク
を
携
帯
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
配
慮
を
求
め
る
と

き
に
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ろ
う
者
等
は
視
覚
か
ら
情
報
を

得
る
た
め
の
一
目
で
わ
か
る
マ
ー
ク

は
大
変
有
効
で
す
。
ま
た
こ
の
マ
ー

ク
に
は
、
広
く
社
会
に
手
話
や
筆

談
で
の
情
報
ア
ク
セ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
保
障
の
必
要
性
を
伝
え

る
重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
街

に
は
聞
こ
え
な
い
等
の
理
由
で
交

通
機
関
の
事
故
等
、
突
発
的
な
出

来
事
に
対
し
て
臨
機
応
変
に
対
応

す
る
こ
と
が
困
難
な
方
や
、
速
や

か
な
情
報
取
得
が
困
難
な
方
が
い

ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
マ
ー
ク
は
災
害

時
に
、
情
報
取
得
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
困
難
な
方
々
が
安
全
に
避

難
す
る
た
め
に
掲
示
が
必
要
で
す
。

２
０
２
０
年
に
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
外
国
人
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
保
障
だ
け
で
な
く
、
国

内
の
ろ
う
者
等
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
保
障
も
必
要
で
す
。
全
日

本
ろ
う
あ
連
盟
で
は
２
０
１
６
年

よ
り
「
手
話
マ
ー
ク
」「
筆
談
マ
ー

ク
」
を
普
及
し
、
ろ
う
者
等
に
対

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の

配
慮
に
つ
い
て
理
解
を
広
め
る
た
め

に
全
国
の
仲
間
と
と
も
に
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
将
来
的
に
は
世

界
に
通
用
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
マ
ー
ク
を
日
本
か
ら
発
信
し
、
国

際
標
準
マ
ー
ク
と
し
て
普
及
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

手
話
マ
ー
ク
、
筆
談
マ
ー
ク
が
街

に
あ
ふ
れ
、
ろ
う
者
等
も
含
め
自
由

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
れ
る
社

会
を
目
指
し
、
マ
ー
ク
の
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
皆
様
の
地
域
で

も
普
及
、
活
用
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

手話マーク（上）、
筆談マーク（下）
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鈴
す ず め

愛ちゃん、「耳マーク」を使ってね
一般社団法人  全日本難聴者 ･ 中途失聴者団体連合会（全難聴）理事　黒

く ろ だ

田和
か ず こ

子
「
半
分
、
青
い
。」

現
在
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
映
さ
れ
て
い
る

連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
半
分
、青
い
。」。

小
学
三
年
の
ヒ
ロ
イ
ン
・
鈴す
ず
め愛
が
、

ふ
ら
つ
き
や
耳
鳴
り
を
き
っ
か
け

に
、「
ム
ン
プ
ス
難
聴
」
で
左
耳
が

聞
こ
え
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
告

げ
ら
れ
る
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。
耳

鳴
り
を
「
こ
び
と
が
耳
の
中
で
歌
っ

て
踊
る
」
と
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

作
者
の
北き
た
が
わ川
悦え

り

こ
吏
子
氏
も
、
片
耳
難

聴
の
脚
本
家
だ
そ
う
で
、
リ
ア
ル
な

描
写
に
な
っ
て
い
ま
す
。

小
学
一
年
の
と
き
に
結
核
治
療

薬
・
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
の
副
作

用
で
難
聴
に
な
っ
た
筆
者
は
、
感
情

移
入
し
な
が
ら
こ
の
ド
ラ
マ
を
観
て

い
ま
す
。
難
聴
問
題
の
啓
発
に
も
役

立
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
な
と
願
い

つ
つ
。

「
耳
マ
ー
ク
」
の
制
定
と
意
義

耳
が
不
自
由
な
障
害
は
外
見
か
ら

は
分
か
り
づ
ら
い
と
い
う
特
徴
が
あ

ま
す
。そ
れ
ゆ
え
困
っ
て
い
る
こ
と
、

不
自
由
し
て
い
る
こ
と
を
「
見
え
る

化
」
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
耳
マ
ー
ク
」
は
、
外
見
か
ら
は
分

か
り
づ
ら
い
聴
覚
障
害
者
の
生
活
上

の
不
安
や
不
便
を
解
消
し
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
耳
が

不
自
由
な
こ
と
を
表
す
と
同
時
に
、

聞
こ
え
な
い
・
聞
こ
え
に
く
い
人
へ

の
配
慮
を
表
す
マ
ー
ク
と
し
て
も
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
ど
う
い
う
配
慮
が
必
要
な

の
で
し
ょ
う
か
？　

ゆ
っ
く
り
は
っ

き
り
話
す
、
通
じ
に
く
い
言
葉
は
簡

単
な
言
葉
に
言
い
換
え
る
、
傍
へ
来

て
呼
ぶ
、
筆
談
す
る
、
身
ぶ
り
を
入

れ
る
、
マ
ス
ク
を
外
す
、
な
ど
。

昭
和
五
十
年
に
こ
の
マ
ー
ク
が
制

定
さ
れ
て
以
来
、
全
難
聴
や
地
域
の

難
聴
者
協
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
耳

マ
ー
ク
グ
ッ
ズ
を
作
成
し
、
普
及
啓

発
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

今
で
は
、
厚
生
労
働
省
な
ど
国
の

機
関
の
窓
口
や
公
共
施
設
の
窓
口
、

内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ッ

プ
、
障
害
者
白
書
へ
の
掲
載
、
全
国

各
地
の
行
政
機
関
、
郵
便
局
、
公
共

交
通
機
関
、
医
療
機
関
、
金
融
機

関
、
商
業
施
設
の
窓
口
、
バ
ス
や
タ

ク
シ
ー
の
中
に
も
掲
示
さ
れ
、
聴
覚

障
害
者
の
社
会
参
加
を
後
押
し
す
る

マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
掲
示
し
た
り
設
置
し
た
り

す
る
だ
け
で
な
く
、
聴
覚
障
害
者
が

積
極
的
に
身
に
付
け
た
り
使
っ
た
り

す
る
こ
と
が
、
広
め
る
パ
ワ
ー
に
な

る
の
で
す
。

高
齢
社
会
は
難
聴
社
会

高
齢
社
会
の
加
速
で
、
加
齢
性
難

聴
が
増
え
て
い
ま
す
。
六
十
五
歳
以

上
の
40
％
は
加
齢
に
よ
る
難
聴
者

（
推
定
一
千
万
人
以
上
）
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
年
と
と
も
に
聞
こ
え
に

く
く
な
る
人
が
、
こ
の
先
も
増
え
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
聞
こ
え
に
く

く
な
っ
た
人
た
ち
が
、
誤
解
さ
れ
た

り
、
不
利
益
を
被
っ
た
り
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
耳
マ
ー
ク
を
上
手

に
活
用
し
た
い
も
の
で
す
。

メ
デ
ィ
ア
・
行
政
・
民
間
こ
ぞ
っ

て
「
高
齢
社
会
＝
難
聴
社
会
」
と
い

わ
れ
て
い
る
現
象
に
、
き
ち
ん
と
向

き
合
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

耳
マ
ー
ク
グ
ッ
ズ

耳
マ
ー
ク
グ
ッ
ズ
に
は
表
示
板
、

ポ
ス
タ
ー
、
診
察
券
な
ど
へ
貼
る

シ
ー
ル
、名
札
、バ
ッ
ジ
、ブ
ロ
ー
チ
、

ス
ト
ラ
ッ
プ
、
旗
、
メ
モ
帳
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
用
紙
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

外
出
す
る
時
に
は
、
バ
ッ
ジ
や
ブ

ロ
ー
チ
・
名
札
な
ど
を
身
に
付
け
、

メ
モ
帳
を
差
し
出
し
て
筆
談
し
て
も

ら
っ
た
り
、
傍
へ
来
て
呼
び
出
し
て

も
ら
っ
た
り
し
ま
す
。

耳
の
不
自
由
な
人
た
ち
の
存
在
と

困
難
に
対
す
る
社
会
一
般
の
認
知
を

広
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
保

障
と
聴
覚
障
害
者
の
人
権
を
守
る
た

め
に
耳
マ
ー
ク
が
有
効
に
使
わ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

「
半
分
、
青
い
。」
の
主
人
公
鈴
愛

ち
ゃ
ん
も
、
い
つ
か
、
こ
の
耳
マ
ー

ク
を
利
用
し
て
く
れ
る
か
な
。

耳マーク標示板
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「UDF マーク」について
日本介護食品協議会　事務局長　藤

ふじさき

崎 享
とおる

「
Ｕ
Ｄ
Ｆ
」
と
は

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ー
ド

（
Ｕ
Ｄ
Ｆ
）
の
登
録
数
は
、
２
０
０
２
年

の
日
本
介
護
食
品
協
議
会
設
立
以
来
、

毎
年
増
え
続
け
、
２
０
１
８
年
３
月
末

現
在
２
０
０
０
品
目
が
登
録
さ
れ
流
通

し
て
い
る
。
レ
ト
ル
ト
食
品
を
は
じ
め
、

冷
凍
食
品
、
チ
ル
ド
食
品
、
乾
燥
食
品

（
と
ろ
み
調
整
食
品
）
等
、様
々
で
あ
る
。

Ｕ
Ｄ
Ｆ
と
は
、協
議
会
が
定
め
た「
自

主
規
格
」
に
よ
り
、「
利
用
者
の
能
力

に
対
応
し
て
摂
食
し
や
す
い
よ
う
に
、

形
状
、
物
性
お
よ
び
容
器
等
を
工
夫
し

て
製
造
さ
れ
た
加
工
食
品
お
よ
び
形

状
、
物
性
を
調
整
す
る
た
め
の
加
工
食

品
」
と
定
義
し
て
い
る
。
こ
れ
を
会
員

企
業
76
社
が
遵
守
し
、
市
販
、
業
務
用

等
幅
広
く
製
品
を
供
給
し
て
い
る
。

マ
ー
ク
作
成
経
緯
と
基
準

介
護
用
加
工
食
品
の
分
野
は
、
90
年

代
を
黎
明
期
と
し
て
、
以
降
参
入
企
業

が
相
次
い
で
い
る
。
一
方
、
こ
れ
に
伴
い

製
品
を
受
け
取
る
利
用
者
の
混
乱
が
懸

念
さ
れ
始
め
た
。
例
え
ば
、
食
品
の
「
食

べ
や
す
さ
」
に
つ
い
て
Ａ
社
、
Ｂ
社
が

そ
れ
ぞ
れ
「
や
わ
ら
か
い
」
と
表
現
し

た
場
合
、
利
用
者
の
立
場
か
ら
す
る
と

「
ど
ち
ら
が
ど
の
よ
う
に
や
わ
ら
か
い
の

か
？
」
に
つ
い
て
判
断
が
し
に
く
い
。
そ

こ
で
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
当
時

の
主
な
介
護
食
品
製
造
販
売
企
業
が
集

結
し
、
食
品
の
食
べ
や
す
さ
に
つ
い
て
共

通
の
基
準
を
作
成
・
運
用
す
る
こ
と
が

提
案
さ
れ
た
。
こ
れ
が
協
議
会
の
設
立

と
Ｕ
Ｄ
Ｆ
の
生
い
立
ち
で
あ
る
。
以
来
、

Ｕ
Ｄ
Ｆ
は
、
食
品
の
か
た
さ
（
物
性
値
）

を
基
礎
に
、「
容
易
に
か
め
る
」「
歯
ぐ
き

で
つ
ぶ
せ
る
」「
舌
で
つ
ぶ
せ
る
」「
か
ま

な
く
て
よ
い
」
の
４
つ
の
区
分
に
統
一
し

た
表
現
と
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
製
品
に
表

示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
利
用
者
は
、

メ
ー
カ
ー
の
異
な
る
製
品
に
お
い
て
も
、

食
品
の
状
態
を
客
観
的
に
判
断
し
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Ｕ
Ｄ
Ｆ
の
特
徴

「
口
か
ら
食
べ
る
」
こ
と
は
Ｑ
Ｏ
Ｌ

の
維
持
・
向
上
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ

る
が
、
Ｕ
Ｄ
Ｆ
が
他
の
加
工
食
品
と
異

な
る
大
き
な
特
徴
は
、
管
理
さ
れ
た
物

性
の
他
に
も
栄
養
へ
の
配
慮
を
備
え
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

昨
今
、
高
齢
者
の
低
栄
養
が
要
介
護

状
態
へ
の
引
き
鉄
と
し
て
叫
ば
れ
て
い

る
が
、
会
員
企
業
で
は
、
食
べ
や
す
さ

は
も
と
よ
り
不
足
し
が
ち
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
栄
養
素
を
加
え
た
製
品
も
多
く

開
発
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
食
品
と
し

て
の
「
お
い
し
さ
」
も
備
え
る
必
要
が

あ
る
。
五
感
の
う
ち
の
「
味
覚
」
が
満

た
さ
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
特
に
介

護
食
品
は
「
視
覚
」
へ
の
配
慮
が
重
視

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
見
て
も
食
べ

て
も
お
い
し
い
食
事
」
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
各
メ
ー
カ
ー
は
こ
こ
に
も
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
費
し
て
い
る
。

今
後
の
課
題

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

２
０
２
５
年
問
題
に
み
る
よ
う
に
、
今

後
行
政
主
導
で
一
層
の
在
宅
介
護
が
求

め
ら
れ
る
時
代
に
差
し
掛
か
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
Ｕ
Ｄ
Ｆ
の
認
知
率
は
ま

だ
ま
だ
低
い
。
今
後
益
々
増
加
す
る
需

要
に
対
し
、
売
り
場
の
整
備
拡
大
は
目

下
の
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
協

議
会
と
会
員
企
業
は
、
Ｕ
Ｄ
Ｆ
が
利
用

者
の
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
一
層
の
研
鑚
を
重
ね
て
い
く
所

存
で
あ
る
。

ユニバーサルデザインフード区分表

ユニバーサルデザインフード表示例
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CUD マークの作成経緯・意義・今後の発展
NPO 法人カラーユニバーサルデザイン機構　副理事長　伊

い が

賀公
こういち

一

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
機
構
と
は

２
０
０
２
年
ご
ろ
自
ら
も
色
弱
者

で
あ
る
東
京
大
学
准
教
授
伊い
と
う藤

啓け
い

と

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
教
授
岡お
か
べ部

正ま
さ
た
か隆

（
※
肩
書
き
は
当
時
）
は
、
科

学
者
向
け
に
多
様
な
色
覚
へ
の
配
慮

「
カ
ラ
ー
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
を
啓
発

す
る
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。

両
氏
の
活
動
は
学
会
の
外
へ
と
広
が

り
を
見
せ
、
や
が
て
色
弱
者
、
色
彩

学
者
や
眼
科
医
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど

が
賛
同
し
協
力
し
て
企
業
・
自
治

体
・
団
体
等
に
対
し
て
科
学
的
で
実

用
的
な
助
言
を
行
な
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
幅
広
い
理
解
を
得

つ
つ
継
続
的
な
活
動
を
行
う
組
織
と

し
て
充
実
を
図
る
た
め
に
２
０
０
４

年
特
定
非
営
利
活
動
法
人
カ
ラ
ー
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
機
構
（
以
後　

Ｃ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
）
を
設
立
す
る
に
い
た
り

ま
し
た
。

団
体
は
色
覚
に
関
す
る

一
、
調
査
・
研
究
事
業

二
、
資
料
・
情
報
提
供
事
業

三
、
啓
発
・
普
及
事
業

四
、
相
談
・
助
言
事
業

五
、
モ
ニ
タ
ー
検
証
事
業

六
、
認
証
マ
ー
ク
発
行
事
業

七
、
そ
の
他
の
事
業　

を
行
い
社
会
が
色
覚
の
多
様
性
に
配

慮
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
配
色
に
つ
い
て
Ｃ
Ｕ
Ｄ

Ｏ
は
「
情
報
デ
ザ
イ
ン
に
使
用
さ
れ

る
配
色
は
色
弱
の
当
事
者
に
も
見
分

け
や
す
い
物
（
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
〈
以
後
Ｃ
Ｕ
Ｄ
〉）
と
す

べ
き
」
と
い
う
主
旨
を
掲
げ
て
お
り

企
業
団
体
賛
助
会
員
57
社
、
会
員
数

２
６
６
名
、
色
弱
の
協
力
者
１
５
０

名
余
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｕ
Ｄ
マ
ー
ク
の
作
成
経
緯
・
意
義

商
品
の
品
質
・
安
全
性
な
ど
の
指

標
と
な
る
認
証
マ
ー
ク
に
は
多
く
の

も
の
が
有
り
ま
す
。
し
か
し
障
碍
を

持
つ
当
事
者
が
本
来
の
性
能
を
理
解

し
な
が
ら
共
用
品
と
し
て
の
評
価
を

す
る
も
の
は
あ
ま
り
見
当
た
ら
ず
、

特
に
色
覚
に
関
す
る
評
価
試
験
や
認

証
制
度
は
世
界
で
も
皆
無
で
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
Ｃ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
で

は
Ｃ
Ｕ
Ｄ
の
必
要
性
や
理
解
を
す
す

め
る
た
め
に
、配
色
の
工
夫
を
行
い
、

多
く
の
人
に
わ
か
り
や
す
い
色
で
使

い
や
す
く
、
美
し
い
物
を
評
価
す
る

制
度
「
Ｃ
Ｕ
Ｄ
検
証
」
を
設
定
し
ま

し
た
。

「
Ｃ
Ｕ
Ｄ
検
証
」
で
は
印
刷
物
・

機
器
類
・
施
設
等
で
の
色
使
い
を
、

製
品
な
ど
が
実
際
に
使
わ
れ
る
環
境

下
で
Ｃ
Ｕ
Ｄ
検
証
員
（
色
覚
専
門
の

眼
科
で
色
覚
精
密
検
査
を
受
け
、
評

価
試
験
の
た
め
の
研
修
を
受
け
た
各

色
覚
タ
イ
プ
の
色
弱
者
な
ど
）
に
よ

る
感
性
試
験
に
よ
っ
て
評
価
し
ま

す
。
こ
の
評
価
試
験
で
基
準
値
を
ク

リ
ア
し
た
物
だ
け
に
「
Ｃ
Ｕ
Ｄ
マ
ー

ク
」
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

Ｃ
Ｕ
Ｄ
検
証
評
価
レ
ベ
ル

１　

見
分
け
が
出
来
な
い

２　

非
常
に
見
分
け
に
く
い

３　

見
分
け
に
く
い
こ
と
が
あ
る

４　

見
分
け
ら
れ
る

５　

見
分
け
や
す
い

６　

非
常
に
見
分
け
や
す
い

不
合
格
に
な
っ
た
物
を
改
善
す
る

場
合
は
こ
れ
ら
を
す
べ
て
４
以
上
に

改
善
す
る
提
案
を
し
ま
す
。

合
格
し
た
製
品
に
掲
示
さ
れ
多
様

な
色
覚
に
配
慮
し
た
物
や
事
を
表
す

の
が
「
Ｃ
Ｕ
Ｄ
マ
ー
ク
」
で
す
。
Ｃ

Ｕ
Ｄ
Ｏ
理
事
長
の
武
者
廣
平
が
デ
ザ

イ
ン
し
ま
し
た
。
一
年
間
に
数
百
件

の
お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
、
検

証
を
行
っ
た
う
え
で
合
格
し
た
品
に

マ
ー
ク
の
表
示
許
諾
を
提
供
し
て
き

ま
し
た
。
文
科
省
の
検
定
教
科
書
や

企
業
の
株
主
報
告
書
、
多
く
の
機
器

類
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
が
認
証
さ
れ
て
い

ま
す
。

Ｃ
Ｕ
Ｄ
マ
ー
ク
の
今
後
の
発
展

い
つ
か
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
製

品
や
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
る
配
色
は

多
様
な
色
覚
に
対
す
る
配
慮
を
す
る

の
が
あ
た
り
ま
え
に
な
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
日
が
来
る
ま
で
、
よ
り
よ

い
配
色
の
見
本
を
提
案
し
続
け
な
が

ら
一
日
も
早
く
そ
の
日
が
来
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

CUD マーク
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利用者から見たマーク・あったら良いマーク
国際視覚障害者援護協会　芳

は が

賀優
ゆ う こ

子

私
は
さ
い
た
ま
市
在
住
の
主
婦
で

す
。
先
天
性
弱
視
で
、
右
目
は
光
を

感
じ
る
程
度
、
左
目
は
０
・
０
２
の

視
力
。
弱
視
は
一
人
一
人
見
え
方
が

違
い
、
私
の
場
合
、
眩
し
さ
に
め
っ

ぽ
う
弱
く
、
色
は
白
黒
テ
レ
ビ
の
よ

う
に
見
え
ま
す
。
文
字
を
読
む
の
に

15
倍
の
ル
ー
ペ
を
使
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
一
度
に
眼
に
入
る
の
は
、

３
文
字
×
２
行
が
限
度
で
す
。
そ
ん

な
私
に
と
っ
て
、
一
つ
で
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
マ
ー
ク

は
、
頼
も
し
い
道
し
る
べ
で
す
。

こ
ん
な
風
に
使
っ
て
い
ま
す

毎
日
何
気
な
く
た
く
さ
ん
の
マ
ー

ク
を
見
て
い
ま
す
が
、
大
き
く
分
け

る
と
次
の
よ
う
な
使
い
方
を
し
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

１
．
あ
る
一
定
の
基
準
を
満
た
し
て

い
る
の
で
安
心

Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
、
エ
コ
マ
ー
ク
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
、
日
本
通
信

販
売
協
会
会
員
マ
ー
ク
な
ど
が
こ
れ

に
当
た
り
ま
す
。
安
心
し
て
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
と
き
に
、

然
る
べ
き
組
織
が
認
定
し
た
基
準
を

ク
リ
ア
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
私

に
と
っ
て
は
と
て
も
重
要
で
す
。

２
．
一
目
で
探
し
た
い
会
社
名
、
団

体
名
、
場
所
が
わ
か
る
の
で
便
利

企
業
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
ピ
ク
ト
グ

ラ
ム
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。「
東
日

本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
」
の
文
字
列

を
探
す
よ
り
、「
Ｊ
Ｒ
」
マ
ー
ク
を
探

す
ほ
う
が
断
然
早
く
て
楽
で
す
。
外

出
す
れ
ば
、
案
内
所
の
「
ｉ
」
マ
ー

ク
が
生
命
線
で
す
。

３
．
お
す
す
め
が
わ
か
っ
て
便
利

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
等
の
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
こ
れ

に
当
た
り
ま
す
。
お
得
な
製
品
選
び

の
一
つ
の
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

４
．
自
分
だ
け
の
目
印
に
つ
け
る
マ
ー
ク

最
近
は
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

で
、
触
っ
て
わ
か
る
か
わ
い
い
シ
ー

ル
が
た
く
さ
ん
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
分
だ
け
の
目
印
や
識
別
の
た
め
に
、

気
軽
に
購
入
し
て
、
か
っ
こ
よ
く
つ

け
ら
れ
る
の
が
大
き
な
魅
力
で
す
。

せ
っ
か
く
の
マ
ー
ク
で
す
が
、
背

景
色
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
や
明
度
差

が
低
い
と
私
に
は
非
常
に
見
え
づ
ら

く
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
製

品
に
よ
っ
て
マ
ー
ク
の
位
置
が
違
う

の
も
四
苦
八
苦
の
原
因
で
す
。
箱
や

袋
を
ひ
っ
く
り
返
し
、回
転
さ
せ
て
、

よ
う
や
く
マ
ー
ク
発
見
と
い
う
の
は

日
常
茶
飯
事
で
す
。

お
気
に
入
り
の
マ
ー
ク

あ
る
ス
ー
パ
ー
の
「
み
な
さ
ま
の

お
墨
付
き
」
マ
ー
ク
が
、
と
て
も
気

に
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
販
売

さ
れ
て
い
る
商
品
の
中
か
ら
、
お
客

様
に
特
に
人
気
の
高
い
商
品
を
自
社

の
基
準
で
精
査
し
て
つ
け
た
マ
ー
ク

で
す
。
実
際
に
使
っ
て
み
る
と
、
こ

れ
が
な
か
な
か
い
け
る
の
で
す
。

「
企
業
の
お
す
す
め
」
で
は
な
く
、

「
消
費
者
の
お
す
す
め
」
と
い
う
の

が
親
近
感
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。ま
た
、

「
消
費
者
参
加
→
企
業
が
そ
れ
に
協

力
＝
マ
ー
ク
」
と
い
う
の
も
、
こ
れ

ま
で
あ
り
そ
う
で
な
か
っ
た
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

共
用
品
に
も
、
こ
の
よ
う
な
使
い

手
と
作
り
手
が
共
同
で
つ
け
る
マ
ー

ク
が
あ
っ
た
ら
、
ど
ん
な
に
い
い
か

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
作

り
手
、
使
い
手
双
方
に
、「
国
内
外
や

業
界
団
体
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い

る
か
ら
共
用
品
」「
視
覚
障
害
者
に

も
使
え
る
商
品
は
な
い
か
な
？
」
と

い
う
受
け
身
の
姿
勢
で
は
な
く
、「
こ

こ
に
こ
だ
わ
っ
て
、
こ
ん
な
風
に
便

利
に
開
発
し
た
」「
実
際
に
使
っ
て
い

る
け
ど
、
こ
こ
が
こ
ん
な
風
に
便
利
」

と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
発
信
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
今
よ
り
も
も
っ
と
使
い

や
す
く
す
る
た
め
に
、
双
方
が
一
緒

に
協
力
し
て
、
納
得
し
あ
っ
て
、
そ

れ
が
「
共
用
品
マ
ー
ク
」
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
く
…
、
こ
れ
が
夢
で
す
。

ま
と
め

マ
ー
ク
は
作
る
人
、販
売
す
る
人
、

使
う
人
を
つ
な
ぐ
頼
も
し
い
架
け
橋

で
す
し
、
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
私
も
一
人

の
消
費
者
と
し
て
、
み
な
さ
ま
と
協

力
し
な
が
ら
、
前
向
き
な
発
信
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

み な さ ま の お 墨 付 き
マーク
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社
会
で
は
多
く
の
マ
ー
ク
が
運
営
・

利
用
さ
れ
て
い
る
。
マ
ー
ク
は
単
に
あ

る
基
準
に
叶
う
こ
と
を
示
す
だ
け
で
な

く
、
他
の
機
能
を
担
う
場
合
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
意
味
や
役
割
を
考

え
る
と
、
視
覚
的
に
表
示
す
る
以
外
に

も
、各
種
の
役
割
を
担
う
も
の
が
あ
る
。

こ
れ
ら
を
整
理
し
て
改
め
て
共
用
品
の

意
味
を
考
え
る
。

▼
１
．
マ
ー
ク
の
役
割

マ
ー
ク
を
設
計
し
て
運
営
す
る
際
に

は
、
あ
る
目
的
を
達
す
る
た
め
、
何
か

の
機
能
を
担
わ
せ
る
た
め
、
理
念
や
価

値
の
象
徴
と
し
て
、
そ
れ
を
示
す
形
や

方
法
の
選
択
、
制
定
・
運
営
す
る
組
織

の
公
共
性
の
程
度
（
例
：
国
、
業
界
団

体
、
非
営
利
組
織
）、
国
際
的
な
共
通

性
な
ど
、
多
く
の
要
素
が
あ
る
。
個
々

の
マ
ー
ク
は
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
合
わ

せ
て
、
こ
う
し
た
要
素
の
固
有
の
組
合

せ
を
選
ん
で
い
る
。
要
素
の
組
合
せ
と

マ
ー
ク
の
性
格
を
往
復
し
な
が
ら
み
る

と
、個
々
の
マ
ー
ク
の
性
格
が
わ
か
る
。

▼
２
．
マ
ー
ク
の
種
類
（
そ
の
１
：
枠

組
み
か
ら
）

マ
ー
ク
は
そ
の
用
途
や
機
能
に
よ
っ

て
分
け
ら
れ
る
。
マ
ー
ク
の
性
格
を
決

め
る
３
つ
の
基
準
（
Ｘ
、
Ｙ
、
Ｚ
）
に

注
目
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
の
あ
り

方
を
見
よ
う
。

「
目
的
（
Ｘ
）」
に
は
、
誰
に
も
分
か

る
（
例
：
公
的
制
度
へ
の
適
合
）（
Ｘ

１
）、
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
内
と
外
を
分

け
る
（
例
：
社
章
や
会
員
章
）（
Ｘ
２
）、

グ
ル
ー
プ
内
で
情
報
を
共
有
す
る（
例
：

材
質
や
型
番
）（
Ｘ
３
）、
自
分
の
た
め

（
例
：
目
じ
る
し
）（
Ｘ
４
）
が
あ
る
。

「
社
会
的
な
仕
組
み
と
の
関
係
で
み

た
機
能
（
Ｙ
）」
に
は
、
表
示
し
て
識

別
（
Ｙ
１
）、
何
ら
か
の
措
置
と
リ
ン

ク（
例
：
被
害
発
生
時
の
補
償
）（
Ｙ
２
）、

法
的
に
適
合
を
義
務
化
（
例
：
法
的
基

準
に
適
合
し
な
け
れ
ば
供
給
を
禁
止
）

（
Ｙ
３
）、
生
活
様
式
や
文
化
活
動
の
流

儀
や
社
会
規
範
（
例
：
江
戸
し
ぐ
さ
、

所
作
、
民
族
衣
装
）（
Ｙ
４
）
が
あ
る
。

「
形
態
や
手
段
（
Ｚ
）」
に
は
、
基
準

（
例
：
数
値
に
よ
る
し
き
い
値
）
だ
け

を
決
め
る
（
Ｚ
１
）、
形
式
的
に
識
別

で
き
る
表
示
（
例
：
視
覚
に
対
応
す
る

図
案
）（
Ｚ
２
）、
形
式
を
と
ら
ず
に
あ

る
グ
ル
ー
プ
と
し
て
認
識
す
る
（
例
：

烙
印〈
ス
テ
ィ
グ
マ
〉）（
Ｚ
３
）が
あ
る
。

個
々
の
マ
ー
ク
は
、
こ
れ
ら
３
つ
の

基
準
の
各
要
素
（
例
：
Ｘ
１
）
と
対
応

づ
け
ら
れ
、
そ
れ
ら
要
素
の
組
合
せ

（
例
：
Ｘ
１
、
Ｙ
１
、
Ｚ
１
）
に
よ
っ

て
特
徴
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

▼
３
．
マ
ー
ク
の
種
類
（
そ
の
２
：
事

例
か
ら
）

身
の
回
り
の
事
例
で
は
、
製
品
安
全

の
Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
は
一
般
消
費
者
向
け

（
Ｘ
１
）
で
事
故
発
生
時
に
は
損
害
賠

償
措
置
が
あ
り
（
Ｙ
１
）、
そ
の
し
く

み
を
持
つ
こ
と
を
マ
ー
ク
で
表
示
し
て

い
る（
Ｚ
２
）。
安
全
玩
具
の
Ｓ
Ｔ
マ
ー

ク
も
同
じ
だ
。
ウ
ー
ル
マ
ー
ク
は
（
Ｘ

１
、Ｙ
１
、Ｚ
２
）で
あ
り
、Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー

ク
は
（
Ｘ
１
、
Ｙ
１
、
Ｚ
２
）
で
あ
る
。

特
に
危
険
性
の
あ
る
製
品
は
基
準
に
適

合
し
な
い
も
の
の
供
給
を
法
律
で
規
制

し
て
お
り
、
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク
（
電
気
用

品
安
全
法
）
と
Ｐ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
（
消
費

生
活
用
製
品
安
全
法
）
は
適
合
し
て
い

る
こ
と
を
示
す
（
Ｘ
１
、Ｙ
３
、Ｚ
２
）。

形
式
的
な
表
示
以
外
で
は
、
特
定
の

姿
勢
や
動
作
に
固
有
の
意
味
を
持
た
せ

る
（
例
：
歌
舞
伎
の
に
ら
み
や
見
得
な

ど
）
と
い
う
記
号
的
な
機
能
を
持
つ
場

合
も
あ
る
。
茶
道
、
武
士
道
、
宗
教
で

は
、
用
具
・
動
作
・
建
築
・
儀
式
の
手

順
（
Ｘ
３
、Ｙ
４
、Ｚ
３
）
な
ど
が
あ
る
。

共
用
品
の
代
表
例
は
個
別
の
商
品
で

は
シ
ャ
ン
プ
ー
容
器
（
Ｘ
１
、
Ｙ
１
、

Ｚ
２
）、
枠
組
み
で
は
晴
盲
共
有
玩
具

（
同
）
な
ど
に
な
る
。

▼
４
．
共
用
品
の
意
味

共
用
品
の
取
組
み
は
、
機
能
（
Ｙ
）

と
の
関
係
に
よ
っ
て
そ
の
性
格
を
分
類

で
き
る
。
消
費
財
で
は
表
示
と
識
別
自

体
が
目
的（
Ｙ
１
）の
も
の
が
中
心（
例
：

シ
ャ
ン
プ
ー
容
器
（
再
掲
）、
家
庭
電

化
製
品
）
で
あ
る
。
公
共
建
築
や
交
通

機
関
の
う
ち
で
一
定
規
模
等
以
上
の
も

の
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
で
共
用
対
応

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
Ｙ
２
）。

障
害
者
差
別
解
消
法
で
は
差
別
（
不
当

な
差
別
的
取
扱
い
と
合
理
的
配
慮
の
不

提
供
）
を
禁
止
し
て
い
る
（
Ｙ
３
）。

社
会
の
成
熟
と
と
も
に
意
識
が
高
ま

り
、
法
に
よ
っ
て
義
務
づ
け
る
こ
と
を

社
会
が
許
容
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
共

用
品
の
取
組
み
は
、
不
便
さ
が
あ
る
こ

と
や
、
優
れ
た
取
組
み
の
例
を
示
す
こ

と
で
社
会
全
体
の
意
識
の
向
上
を
進
め

て
き
た
。
諸
制
度
を
充
実
さ
せ
る
基
盤

と
し
て
寄
与
し
て
き
た
と
い
え
る
。

他
方
、
本
来
は
法
で
求
め
な
く
て
も

自
発
的
に
対
応
で
き
る
こ
と
（
例
：
道

徳
や
マ
ナ
ー
化
す
る
こ
と
）
が
、
よ
り

優
れ
た
姿
と
も
い
え
る
。
法
に
よ
る
措

置
が
充
実
し
た
先
に
は
、
気
づ
き
と
自

発
的
対
応
と
い
う
共
用
品
の
取
組
み

が
、
改
め
て
手
引
き
役
と
し
て
の
意
義

を
増
す
と
考
え
ら
れ
る
。

キーワードで考える共用品講座 第１０４講

「マークの意味」
日本福祉大学客員教授　後

ご と う

藤芳
よしかず

一
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かしわ餅が表紙の共用品パンフレット

き
っ
か
け
は
杉
並
区

昨
年
、
東
京
・
杉
並
区
の
障
害
者

施
策
課
の
出で

ほ保
裕ゆ
う
じ次
課
長
に
、
共

用
品
に
関
し
て
説
明
す
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。「
貴
重
な
コ
ト
で
す

ね
」
と
評
価
し
て
下
さ
り
、
杉
並
区

主
催
の
イ
ベ
ン
ト
「
す
ぎ
な
み
フ
ェ

ス
タ
」
の
同
課
ブ
ー
ス
で
、
一
枚
も

の
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
、
多

く
の
人
に
共
用
品
を
紹
介
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
と
の
嬉
し
い
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
使
っ
た
の
で
す
が
、
講
演
な
ど

で
話
す
「
か
し
わ
餅
」
の
話
は
、
多

く
の
人
の
「
へ
～
」、「
知
ら
な
か
っ

た
」
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
思
い

出
し
、
か
し
わ
餅
を
そ
の
パ
ン
フ
の

表
紙
に
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

か
し
わ
餅
の
話
は
、
江
戸
時
代
の

風
俗
研
究
家
で
あ
っ
た
喜
田
川
守
貞

（
１
８
１
０
～
？
）
が
残
し
た
「
守

貞
謾
稿
」
の
中
に
、
か
し
わ
餅
に
関

し
て
、「
江
戸
に
は
味
噌
餡
（
砂
糖

入
味
噌
）
も
あ
り
、
小
豆
餡
は
葉
の

表
、
味
噌
餡
は
葉
の
裏
を
出
し
た
由
」

と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
味
噌
餡
と

小
豆
餡
の
か
し
わ
餅
を
、
葉
の
裏
表

の
違
い
を
見
て
区
別
す
る
こ
と
が
で

き
る
だ
け
で
な
く
、
目
の
不
自
由
な

人
に
触
っ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、触
っ

て
区
別
が
で
き
る
と
の
こ
と
、
日
本

に
は
江
戸
時
代
か
ら
共
用
品
が
あ
っ

た
と
い
え
る
と
い
う
話
で
す
。

パ
ン
フ
の
表
紙
に
味
噌
餡
と
こ
し

餡
、
２
つ
の
か
し
わ
餅
の
写
真
を
大

き
く
載
せ
、
そ
こ
に
「
江
戸
時
代
の

か
し
わ
餅
、『
こ
し
餡
』
は
葉
の
表

側
が
、『
み
そ
餡
』
は
、
葉
の
裏
側

が
表
に
な
っ
て
い
ま
す
。
葉
の
表
裏

で
目
の
不
自
由
な
人
も
触
っ
て
分
か

り
ま
す
」
と
書
き
ま
し
た
。

そ
し
て
観
音
開
き
に
な
っ
て
い
る

表
紙
を
開
く
と
、
上
部
と
側
面
に
ギ

ザ
ギ
ザ
が
付
き
、
目
が
不
自
由
で

も
、
目
を
つ
む
っ
て
髪
を
洗
う
大
多

数
の
人
で
も
リ
ン
ス
容
器
と
触
っ
て

区
別
で
き
る
シ
ャ
ン
プ
ー
容
器
を
は

じ
め
、
家
電
、
文
具
、
バ
ス
、
電
車 

      

な
ど
の
共
用
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
に
間
に
合
っ
た
か
し
わ

餅
が
表
紙
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
多

く
の
人
の
手
に
渡
り
ま
し
た
。

神
保
町
の
和
菓
子
屋
さ
ん

こ
の
パ
ン
フ
を
委
員
会
や
イ
ベ
ン

ト
で
も
配
布
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の

人
の
「
へ
～
」
に
繋
が
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
な
ら
ば
さ
ら
に
と
、
考
え
た

か
し
わ
餅
の
シ
ー
ズ
ン
、
和
菓
子
屋

さ
ん
の
店
頭
に
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
置
い
て
も
ら
っ
た
ら
、「
な
ん
だ

ろ
？
」
と
思
う
お
客
さ
ん
と
お
店
の

人
と
の
間
で
も
、「
へ
～
」
の
会
話

と
な
り
、
ひ
い
て
は
共
用
品
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
？

と
考
え
ま
し
た
。
千
代
田
区
商
店
街

連
合
会
の
会
長
で
あ
る
髙
山
本
店
の

髙た
か
や
ま山
肇は
じ
めさ
ん
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

神
保
町
に
あ
る
和
菓
子
屋
さ
ん
に
同

行
し
て
下
さ
っ
た
結
果
、「
文
銭
堂
」

さ
ん
と
、「
亀
澤
堂
」
さ
ん
が
、
か

し
わ
餅
の
シ
ー
ズ
ン
に
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
店
頭
に
置
い
て
下
さ
っ
た
の
で

す
。

全
国
和
菓
子
協
会
へ

そ
の
後
、こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、

全
国
和
菓
子
協
会
の
藪や
ぶ

光み
つ
お生
専
務
に

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、

福
祉
に
も
造
詣
の
深
い
専
務
は
、「
有

意
義
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

亀澤堂さん、文銭堂さん

かしわ餅が表紙のパンフ
レット
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和
菓
子
の
か
し
わ
餅
と
繋
げ
て
も

ら
っ
た
こ
と
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
も
し
よ
か
っ
た
ら
、
全
国
の

和
菓
子
屋
さ
ん
が
読
む
媒
体
に
こ
の

こ
と
を
書
い
て
も
良
い
で
す
か
？
」

と
、
と
て
も
嬉
し
い
お
話
を
い
た
だ

き
即
座
に
「
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。

「
と
こ
ろ
で
、
一
つ
だ
け
文
章
を

変
え
て
い
た
だ
け
た
ら
、
全
国
の
和

菓
子
屋
さ
ん
に
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
で
き
る
の
で
す
が
」
と
藪

専
務
。
全
国
の
和
菓
子
屋
さ
ん
の
中

に
は
、
か
し
わ
餅
の
葉
の
裏
表
を
、

江
戸
時
代
の
文
書
と
は
逆
に
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
味
噌
餡

は
裏
と
決
め
つ
け
な
い
で
、
味
噌

餡
、
こ
し
餡
を
、
葉
の
表
裏
で
区
別

し
て
い
る
と
表
現
を
変
え
て
も
ら
え

る
と
、
全
国
の
和
菓
子
屋
さ
ん
に
も

紹
介
し
や
す
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

ル
ー
ル
は
、
守
ら
れ
る
こ
と
で
は

じ
め
て
効
果
が
発
揮
し
ま
す
。
け
れ

ど
も
、
そ
の
ル
ー
ル
の
許
容
範
囲
が

狭
す
ぎ
る
と
、
誰
も
そ
の
ル
ー
ル
を

使
お
う
と
し
ま
せ
ん
。
使
わ
れ
る

ル
ー
ル
の
意
味
を
、
藪
専
務
に
改
め

て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
っ

そ
く
、
そ
の
か
所
を
「
江
戸
時
代
の

か
し
わ
餅
は
、
こ
し
餡
、
つ
ぶ
餡
、

味
噌
餡
を
、
葉
の
表
裏
で
区
別
し
て

い
ま
す
。
葉
の
表
裏
の
手
触
り
は
、

目
の
不
自
由
人
も
、
触
っ
て
区
別
で

き
ま
す
。」
と
変
え
た
も
の
を
作
り
、

三
〇
〇
〇
部
、
届
け
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

全
国
の
盲
学
校
へ

さ
ら
に
続
き
が
あ
り
ま
す
。
目
の

不
自
由
な
人
が
応
募
で
き
る
「
ア
イ

デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
全
国
盲
学
校
校
長
会

の
事
務
局
を
さ
れ
て
い
る
八
王
子
盲

学
校
の
國く
に
ま
つ松

利り

つ

こ
津
子
校
長
に
、
こ
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
こ
と
を
話
し
た
と
こ

ろ
、
全
国
の
盲
学
校
の
校
長
先
生
が

集
ま
る
六
月
の
会
合
で
配
る
こ
と
が

で
き
る
と
言
っ
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
嬉
し
い
出
会
い

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
白
山
印

刷
の
田た
な
べ辺
友と
も
ひ
ろ浩
さ
ん
の
、「
凸
印
刷

が
で
き
る
機
械
を
購
入
し
た
ん
で

す
」
と
の
一
言
で
し
た
。

星
川
安
之

触
っ
て
分
か
る
か
し
わ
餅
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
は
２
つ
の
印
刷
技
術

の
融
合

白
山
印
刷
（
株
）　

田た
な
べ辺

友と
も
ひ
ろ浩

触
っ
て
分
か
る
印
刷
と
は
１
枚
の

紙
に
カ
ラ
ー
印
刷
と
新
た
な
厚
盛
り

デ
ジ
タ
ル
印
刷
、
こ
の
２
つ
の
異
な

る
印
刷
方
式
の
融
合
に
よ
っ
て
生
ま

れ
た
物
で
す
。
ま
ず
ベ
ー
ス
カ
ラ
ー

印
刷
で
表
裏
の
印
刷
を
し
ま
す
。
そ

の
後
、
厚
盛
り
デ
ジ
タ
ル
印
刷
（
デ

ジ
ポ
コ
※
弊
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
ネ
ー
ミ

ン
グ
）
で
触
図
に
よ
る
か
し
わ
餅
の

葉
の
表
裏
の
再
現
と
点
字
を
印
刷
し

て
い
ま
す
。
ま
た
デ
ジ
ポ
コ
の
厚
盛

り
箇
所
は
透
明
な
色
に
し
て
い
る
の

で
ベ
ー
ス
の
カ
ラ
ー
印
刷
を
損
な
う

事
な
く
１
枚
の
紙
に
カ
ラ
ー
印
刷
・

触
図
・
点
字
の
３
つ
が
共
存
し
た 

        

デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

完
成
ま
で
の
経
緯

実
は
新
設
備
導
入
の
話
を
共
用
品

推
進
機
構
の
星
川
様
、
森
川
様
に
お

伝
え
し
た
事
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
私
が
「
こ
の
新
設
備
は

デ
ジ
タ
ル
の
印
刷
加
工
機
で
使
い
方

次
第
で
は
点
字
や
触
図
の
作
製
が
可

能
な
機
械
な
ん
で
す
」と
お
伝
え
し
、

星
川
様
よ
り
か
し
わ
餅
の
葉
の
表
裏

の
盛
り
上
げ
と
点
字
も
一
緒
に
入
り

ま
す
か
の
問
い
に
「
や
っ
て
み
な
い

と
分
か
り
ま
せ
ん
が
出
来
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
や
っ
て
み
ま
す
」
と
答

え
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
試
行
錯
誤

で
し
た
。

触
図
と
点
字
作
成
工
程
で
も
社
会

福
祉
法
人
日
本
盲
人
会
連
合
に
も
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
点
訳
で
は

中な
か
や
ま山
様
、
触
図
で
は
三み
や
け宅
様
、
鷹
た
か
ば
や
し林

様
に
試
作
し
た
物
を
何
度
か
お
見
せ

し
実
際
に
触
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
デ
ザ
イ
ン
の
改
良
を
加
え
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
方
々
の

協
力
を
得
て
、
か
し
わ
餅
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
完
成
に
い
た
り
ま
し
た
。

白山印刷（株）生産本部 第３工場
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調べる責任・伝える責任・解く責任… 【事務局長だより】
星川安之

【会議】
第２回パッケージに関する良かったこと調査委員会（３月６
日）
第 15 回共用品推進機構通常理事会（3 月７日）
第 11 回共用品推進機構臨時評議員会（3 月 27 日）

【講義・講演】
大阪市民公開セミナー（３月 25 日、星川）
慶應義塾大学　バリアフリー／ユニバーサル・デザイン入門

（４月 24 日、星川）
日本消費者協会セミナー（４月 26 日、星川）

【報道】

保護帽　日本経済新聞（３月 24 日）
AED　日本経済新聞（４月 21 日）
UD タクシー　時事通信社　厚生福祉（４月３日）
八丈島から始まる UD　時事通信社　厚生福祉（４月 17 日）
第７版の広辞苑　月刊トイジャーナル３月号
手話フォンと電話リレーサービス　月刊トイジャーナル４月号
個性に応じた伝え方　エルダリープレス　高齢者住宅新聞　
３月号
たかが爪楊枝、されど爪楊枝　エルダリープレス　高齢者住
宅新聞　４月号

共用品通信

一昨年の８月から、月に一度、日本経済新聞の土曜日
夕刊に「モノごころ、ヒト語り」というタイトルのもと、
共用品に関してのコラムを書かせていただいている。

引き受けた理由は、この何十年かで習得した共用品に
関しての情報を記事にすればと安易に考えてのことだっ
たが、２回目の連載が終了した後、日経デスクの「ライ
ブ感を含めて」という指摘が大きな転機になった。

そもそも「ライブ感」とは、何を意味するか、もんも
んとする時間が続いた。もんもんとしながらも、３回目
のテーマはデスクも了解のもと「温水洗浄便座」と決め
ており、今までの自分の中にある情報で文章を書こうと
していた。しかし、「ライブ感」が頭にひっかかり、「そ
うだ！取材をしよう」と、記事を生業としている人にとっ
ては当たり前のことにたどり着いたのである。

温水洗浄便座は、最初アメリカで開発され、TOTO が
輸入し、日本に広がったという自分の知識は不十分で
あったことが、TOTO に取材に行って分かった。痔の人
のために医療機器としてアメリカで開発され、同社が輸
入したことは確かであったが、一方、スイスで手の不自
由な人のために、足でスイッチを入れ温水が出るタイプ
を、TOTO より前に INAX が輸入していたのである。不
特定多数の人に伝える情報は特に、中途半端な知識だけ
ではいけないことを学んだ。

消火器を紹介する時には、芳賀優子さんに東京池袋に
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本誌の全部または一部を視覚障害者やこのままの形では利用
できない方々のために、非営利の目的で点訳、音訳、拡大複
写することを承認いたします｡ その場合は、共用品推進機構
までご連絡ください。
上記以外の目的で、無断で複写複製することは著作権者の権
利侵害になります。

ある防災館に同行願い、元消防士の方に
消火器の使い方を教わった。「障害のあ
る人には、まず先に逃げて下さいと言っ
ているのですよ」と言う元消防士を説得
し、弱視の芳賀さんに消火器の使い方を
教えてもらった。消火器はどのタイプも、

「①黄色のレバーをはずす、②噴射口を火元に向ける、
③レバーを強く握る」で、その教えをもとに芳賀さんは、
シミュレーションである台所の火の映像めがけ消火作業
を行い、みごと火を消し止めたのである。

さらに、2004 年７月から一般市民の誰もが使えるよ
うになった医療機器である AED（自動体外式除細動器）
に関しては、日本 AED 財団に、日本点字図書館の加

か と う

藤
満
ま ゆ み

由美さん（全盲）と出向き、７社から発売されている
機器を試してみた。どの機種も、音声により操作方法を
示すのだが、「図のようにパッドを胸に貼ってください」
の説明では、目が不自由な人は、どこにパッドを貼って
いいか分からない。

日経デスクの「ライブ感を」のアドバイスは、回を重
ねるごとに、その意味と必要性が身に染み込んでくる。
そして、知れば知るほど、それぞれのモノやコトの「共
用」に関する課題が見えてくる。さて、新たな課題をど
う解いていくか、楽しみである。


